
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ロザリンド

コート

タナトス

タナトス

9

希望

76

煉獄

12
血の宴

滅んだ世界

うとうと

シスター

お揃い

花壇

双子

金臭い真っ赤な血の池で、あなたは一人座り込んでいた。周囲に飛び散る人の部品は、誰のものだろう。誰がこんなことをしたんだろう。なぜあなたは一人こんなところにいるのだろう。ひょっとして……。

あなたはすでに知っている。人類が滅んでいることを。世界がアンデッドとミュータントに溢れていることを。自分が死んでいることを。何もかもが、終わってしまった世界であることを

甘いまどろみ。目を覚まさなければならないけれど、布団からは出られない。窓から漏れる朝日。小鳥の声。眠っては目覚めるごとにあったあの感覚。でも、この世界にそれはなく……。

あなたはよく、教会に遊びに行った記憶がある。友達に会いに行ったのか、シスターに会いに行ったのか、はたまたその両方か。どちらにしろあなたにとって、シスターは優しく尊敬できる女性だった。

あなたとあの子はいつもお揃いだった。綺麗な服、素敵な髪留め、可愛い靴。色を揃えたり、半分こにしたり。とても仲良しだったのに、あの子のことが、もう顔も名前も思い出せない。

石や土を積んで花壇を作るシスター達の姿が見える。あなたがそこに駆け寄って、その手伝いをし始めた。でも、不思議だな。あなたはあそこで笑ってるのに、何故記憶のあなたは、座ったままそれを見ているのだろう？

同じ顔をしていた妹がいた。避難の最中に足を怪我したあなたを気遣って、いつも笑顔をくれた優しい子。教会に住む少女たちとも一緒になって、みんな一緒に遊んでいた。幸せな日常は、ずっと続くと思っていた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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支援1か妨害1

赤くてかわいいふりふりドレス。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さて、そのドレスは最初から赤かったの？

破れてボロボロになったその写真には、シスターとシエテ、それからあたしらしき少女が写っている　他にも数人の女性や少女がいるが、汚れてしまって顔や姿がわからない
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